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長
、
空
港
技
術
集
積
地
域
対
策
室
小
神

正
志
室
長
か
ら
村
空
港
建
設
対
策
協
議

会
委
員
や
地
権
者
会
の
役
員
等
に
対

し
、
そ
の
計
画
修
正
に
つ
い
て
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
般
空
需
要
予
測
の
下

方
修
正
で
、
当
初
年
間
需
要
を
百
四
万

人
と
見
込
ん
で
い
た
も
の
が
、
全
国
的

な
需
要
鈍
化
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
を
反

映
し
て
、
福
島
空
港
の
需
要
予
測
を
再

算
定
し
た
結
果
、
六
十
五
年
で
六
十
六

万
人
程
度
の
需
要
見
込
み
と
な
っ
た
も

の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
空
港
の
規

模
も
滑
走
路
が
二
千
五
百

M
か
ら
二
千

M
で
も
対
応
で
き
る
こ
と
に
な
り
、
と

り
あ
え
ず
第
一
期
工
事
で
二
千
が
計
画

し
、
将
来
、
航
空
需
要
が
増
大
し
た
時

点
で
第
二
期
工
事
と
し
て
五
百

M
の
延

長
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

滑
走
路
を
二
千

M
に
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
建
設
費
は
約
三
割
程
度
削
減
さ

福
島
空
港
建
設
は
、
昨
年
の
九
月
に

福
島
空
港
の
用
地
範
囲
が
示
さ
れ
る
と

同
時
に
、
空
港
建
設
計
画
の
概
要
が
発

表
さ
れ
、
ま
し
た
が
、
運
輸
省
の
第
五
次

空
港
整
備
五
カ
年
計
画
に
対
す
る
第
一

回
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
五
月
九
日
に
実
施
さ

れ
、
そ
の
中
で
年
度
の
繰
り
延
べ
を
は

じ
め
滑
走
路
の
変
更
な
ど
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
五
月
十
三
日
に
村
就
改
セ
ン

タ
ー
で
聞
か
れ
た
説
明
会
で
発
表
さ
れ

た
も
の
で
、
県
企
画
調
整
部
全
国
稔
次
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県からの説明を熱心に聞き入るみなさん

5雪
航

空

需

要

予

測

を

「
関
西
L

に
合
わ
せ
変
更

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

開
港
目
標
年
次
に
つ
い
て
は
、
当
初

六
十
五
年
度
と
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

福
島
空
港
の
主
要
路
線
で
あ
る
関
西
国

際
空
港
の
開
港
が
早
く
と
も
六
十
七
年

度
に
予
定
さ
れ
る
た
め
、
今
回
の
修

E

で
六
十
七
年
度
に
変
更
さ
れ
た
も
の
で

す。
滑
走
路
が
二
千
が
に
変
更
さ
れ
て
も

将
来
の
延
長
を
考
慮
し
て
、
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
中
心
と
す
る
空
港
本
体
部
分
二
百

十
四
訟
の
ほ
か
、
公
園
な
ど
周
辺
用
地

二
百
三
十
六

D
を
合
わ
せ
た
四
百
五
十

か
を
取
得
す
る
と
い
う
方
針
は
変
更
し

な
い
こ
と
な
ど
の
説
明
が
さ
れ
た
後
、

委
員
や
地
権
者
会
の
役
員
か
ら
質
疑
や

意
見
が
交
換
さ
れ
ま
し
た
。

!~I 福島県空港基本計画 第 5次空整提出計画(案)

需要予測
航空旅客

~ 
航空旅客

(千人〕 (千人〉
一 一一一

1，048 昭和65年 664 

昭和70年 1，575 昭和70年 829 

‘一一
昭平t175年 2， l04 昭和75年 943 

※i 
空港の規模 第 l期 第 2期

滑走路長 2，500 M 2，000M +500M 

着陸帯幅 300 M 30rM 

平行誘導路 有 無 有

エプロン 6パース 5パース + 1パース

事業計画

本体面積 約214~fv 約161滋 +約 53訪
※2 

概算事業費 約330億円 約270億円 +約146億円

開港目標年次 昭和65年度

※ 1 :第2期計画(滑走路500M延長)は、将来航空需要が増大した時点で

施行する。

※ 2:昭和56年度試算値、現在の試算では約390億円。
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い
て
国
旗
掲
揚
、
殉
職
消
防
団
員
に
対

し
黙
祷
を
奉
げ
、
天
皇
陸
下
の
お
こ
と

ば
の
後
、
検
関
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

検
閲
官
に
村
長
が
委
嘱
さ
れ
、
通
常

点
検
で
は
団
員
の
服
装
や
態
度
を
厳
し

く
点
検
。
そ
の
ほ

か
指
揮
者
の
号
令

に
あ
わ
せ
て
の
分

列

行

進

を

は

じ

め
、
中
村
地
池
畔

で
は
機
械
点
検
に

よ
る
一
斉
放
水
が

行
わ
れ
、
団
員
ら

は
き
び
き
び
し
た

動
作
で
士
気
あ
ふ

れ
る
春
季
検
関
を

披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
消
防

庁
官
賞
の
伝
達
、

防
火
援
良
家
庭
の

表
彰
や
感
謝
状
の

贈
呈
が
行
わ
れ
、

消
防
活
動
に
ど
尽

力
い
た
だ
い
た
方

々
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

村
消
防
屈
の
春
季
検
関
が
、
四
月
二

十
八
日
午
前
九
時
か
ら
泉
中
学
校
々
廷

で
団
員
と
婦
人
消
防
縁
ら
ニ
百
九
十
人

が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
原
割
田
長
の
開
始
の
こ
と
ば
に
続

昭
和
的
年
度
表
彰

闘
機
消
防
庁
長
官
賞
状
(
伝
達
〉

元
分
団
長

塩 石 大

出森越

豊力十

北高竜

"須 η 須"

釜釜 1ぜ

麗
感
謝
状

一
一
一
士
口

小

林
円

谷

真
野
日

渡

辺

鈴

木

須

釜
石

森

塩

田

退

職

問

長

境

田

孝

退
職
部
長
ハ
訴
縁
部
長
〉

石

森

藤

大

和

田

義

彦男七

元
庶
務
部
長

退
職
分
間
長

川

辺

蒜

生

小

高中

岩

法

寺

竜

崎

南

須

釜

北

須

釜
吉

山

小

屋

四
辻
新
田

11 

欝
表
彰
状

〈
防
火
優
良
家
産
〉

川

辺

野

崎

η

須

藤

蒜

生

真

弓

小

高

小

山

田

付

吋

関

根

中

小

針

η

小

針

岩

法

寺

吉

田

‘，!" 
て(1、

泰善幸活信竹
治

正志一郎伸行之男

五森矢有上芳小車真野

吹賀野賀針 E 弓崎森

良菩房俊重豊清 MI良 安 吉 隆正辰清覚泰一

森何
昭
和
六
十
年
度
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
に

ト
山
小
屋
字
高
野
の
石
森
仲
夫
さ
ん
(
山
内
〉

こ
が
県
知
事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

杭
任
期
は
一
年
で
、
県
政
に
対
す
る
意

県
見
や
要
望
等
を
出
し
て
い
た
だ
い
た

り
、
モ
ニ
タ

i
会
議
に
出
荷
さ
れ
る
な

ど
村
民
の
代
弁
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

彦春美孝友正吉清敬

昨
年
発
生
し
ま
し
た
融
雪
災
害
に
つ

き
ま
し
て
、
今
年
度
施
行
分
三
カ
所

を
、
来
る
五
月
一
日
入
札
を
行
っ
た
結

果
左
記
の
還
り
落
札
を
見
ま
し
た
。

つ
い
て
は
当
地
域
の
皆
様
に
御
木
便

御
迷
惑
を
か
け
る
か
と
患
い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
御
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う
お

騒
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

公
共
土
木
災
害
事
業

融
機
一
部
須
釜
字
越
田
地
内
〈
道
路
災
)

一つ

O
七
O
千

円

湯

沢

組

織
噂
吉
字
嫁
白
地
内
〈
道
路
災
〉

八

O
O千
円

岩

谷

建

設

音
dじ4、幸男一三隆昭幸吉雄志蔵行幸

農
業
用
施
設
災
害
ハ
頭
首
工
〉

議
北
須
釜
字
五
升
蒔
地
内

一
一
、
八
八

O
千

円

小

林

建

設

肖
工
期
に
つ
い
て
は
越
田
地
区
が
六

月
二
十
九
日
ま
で
で
、
嫁
田
・
五
升
蒔

地
区
に
つ
い
て
は
七
月
三
十
日
ま
で
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

程

九

す。
こ
の
県
政
モ
ニ
タ
ー
は
県
内
で
職
業

知
、
年
齢
別
に
よ
っ
て
百
ニ
十
五
人
が

誕
生
。
石
森
さ
ん
も
そ
の
中
の
一
人
と

し
て
、
県
政
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り

ま
、
す
。
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元気いっぱいの健藤優良の子供たち

心
身

一一共
に
す
こ
や
か
な
赤
ち
ゃ
ん
詩
人

昭
和
五
十
九
年
度
健
康
優
良
児
の
表

彰
式
が
、
豆
月
二
十
三
自
午
前
九
時
三

O
分
か
ら
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
回
、
健
康
優
良
児
に
選
ば
れ
た
赤

ち
ゃ
ん
は
女
十
八
人
と
男
七
人
の
合
わ

せ
て
二
十
五
人
。

昭
和
五
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和

五
十
九
年
三
月
一
二
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
百
十
五
人
の
中
か
ら
、

乳
児
検
診
や
健
康
診
断
な
ど
を
と
お
し

て
心
身
共
に
発
育
状
態
が
す
ぐ
れ
て
い

る
と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

会
場
は
元
気
い
っ
ぱ
い
の
赤
ち
ゃ
ん

が
勢
ぞ
ろ
い
し
た
だ
け
に
に
ぎ
や
か
そ

の
も
の
。
村
長
か
ら
「
発
育
が
良
好
で

す
ぐ
れ
て
い
る
こ
十
五
人
の
赤
ち
ゃ
ん

と
そ
の
お
母
さ
ん
、
今
日
は
お
め
で
と

う
。
未
来
の
玉
川
村
を
担
う
こ
の
子
ら

が
、
殺
の
愛
清
と
い
っ
く
し
み
で
す
く

す
く
成
長
し
、
健
康
で
た
く
ま
し
く
育

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
祝
い

の
言
葉
が
。

こ
の
あ
と
、
お
母
さ
ん
に
抱
っ
こ
さ

れ
た
赤
ち
ゃ
ん
一
人
ひ
と
り
に
村
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た。
ま
た
、
来
賓
と
し
て
母
子
健
康
セ
ン

タ
ー
助
産
婦
の
佐
久
間
ス
イ
さ
ん
か
ら

「
今
日
の
受
賞
は
、
家
族
み
ん
な
で
い

つ
く
し
み
育
て
て
き
た
こ
と
の
大
き
な

成
果
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
喜
び
を
わ

か
ち
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
お

お
ら
か
な
子
供
に
育
て
て
く
だ
さ
い
」

と
激
励
の
一
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
こ
た
え

て
受
賞
者
を
代
表

し
て
八
木
佳
美
ち

ゃ
ん
の
お
母
さ
ん

(
玲
子
さ
ん
)
が
、

お
礼
の
一
言
葉
と
子

育
て
の
抱
負
を
力

強
く
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。受

賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

大
竹
綾
子
(
俊
夫
の
長
女
・
川
辺
〉

小
針
豪
(
保
之
の
長
男
・
中
)

湯
沢
藍
人
(
光
夫
の
長
男
・
竜
崎
〉

小
林
和
央
(
正
司
、
の
長
男
・
η
〉

小
針
可
奈
(
竹
千
代
の
二
女
・
中
〉

鈴
木
信
広
〈
士
口
光
の
二
男
・
竜
崎
)

曲
山
憲
子
(
孝
夫
の
長
女
・
蒜
生
〉

鈴
木
聡
(
和
夫
の
二
男
・
川
辺
)

八
木
佳
美
(
喜
孝
の
長
女
・
南
須
釜
〉

関
根
由
美
(
安
夫
の
長
女
・
北
須
釜
)

大
野
美
香
(
勝
雄
の
長
女
・

η

)

須
藤
愛
子
(
保
一
の
二
女
・
川
辺
)

車
田
睦
美
〈
利
震
の
二
女
・
小
高
〉

塩
田
ち
ひ
ろ
(
真
一
の
長
女
・
四
辻
新
田
)

曲
山
絵
理
ハ
勉
の
長
女
・
諒
生
)

車
田
司
(
幸
司
の
長
男
・
一小
高
)

小
林
富
美
(
伸
一
の
二
女
・
竜
崎
〉

円
谷
美
香
ハ
信
幸
の
一
ニ
女
・
川
辺
〉

八
代
英
子
(
元
治
の
二
女
・
北
須
釜
)

石
森
恵
(
闇
雄
の
長
女
・
山
小
屋
〉

矢
吹
淳
(
広
良
の
二
男
・
川
辺
)

矢
吹
め
ぐ
み
〈
次
男
の
長
女
・
岩
法
寺
)

車
回
恭
子
(
悦
夫
の
長
女
・
小
高
〉

須
釜
莱
美
子
(
勝
則
の
長
女
・
士
ロ
)

添
田
弥
生
(
昇
の
長
女
・
小
高
)
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力
E

村
民
の
健
康
保
持
と
保
健
衛
生
業
務

の
円
滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
地
域
の

保
健
指
導
を
は
じ
め
、
各
種
集
団
検
診

等
の
大
き
な
推
進
力
と
な
ら
れ
る
保
健

協
力
員
が
こ
の
ほ
ど
新
し
く
な
り
、
そ

の
委
嘱
状
の
交
付
が
四
月
二
十
五
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
の
は
曲
山
栄

子
さ
ん
ら
一
一
一
十
三
名
。
ま
た
、
こ
の
滞

上
、
会
長
と
一副
会
決
が
互
選
さ
示
、
会

長
に
ぬ
関
根

F

智
恵
子
さ
お
(
北
須
釜
U

、

副
会
長
に
は
野
崎
キ
ン
子
さ
ん
(
中
)

が
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。

協
力
員
の
任
期
は
今
年
度
か
ら
六
十

二
年
度
ま
で
の
三
年
間
。
総
合
検
診
や

妊
婦
検
診
な
ど
の
際
、
地
区
住
民
に
受

診
を
す
す
め
た
り
ふ
実
施
時
に
は
問
診

な
ど
保
鍵
婦
さ
ん
の
手
と
な
り
足
と
な

る
補
助
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
く

*
 

山 IIIIIIIIIIIIL

時時一一寸に
し
く
な

信
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
地
区
の
協
力
員
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

川

辺

出禁
Jω'"  

" 11 
4 生

竜岩
11 法"

崎寺 " 
曲

山

栄

子

矢

部

征

子

大
竹
ア
サ
子

田

子

博

子

大

竹

ト

ミ

吉
田
ユ
号トク
子

車
田

vr

シ
サ
ノ

溝

井

文

子

湯
沢
美
代
子

野
崎
キ
ン
子

小

針

秋

子

首
藤
た
み
子

倉

鎌

久

子

大
竹
ヒ
ロ
子

小

林

喜

子
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密
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密
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密
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密

3
7
3
9

密
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4
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4
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た
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市竜
11 筏"
釜崎

11 " 11 1/ 

大関
野根
ヨヨ
、ノ三/

子子

愈

2
6
7
9

愈

3
7
6
1

村
母
子
健
康
七
ン
タ

i
に
勤
務
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
助
産
婦
の
中
野
チ
ョ
ウ

さ
ん
(
均
歳
〉
が
、
健
康
上
の
理
由
で

三
月
三
十
一
日
で
宅
シ
タ
ー
を
退
職
さ

れ
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
は
昭
和
三
十
八
年
四
月
、

村
に
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ

る
と
向
時
に
、
自
宅
開
業
か
ら
セ
ン
タ

ー
の
助
産
婦
と
し
て
勤
務
さ
れ
ま
し

私高

健
康
優
良
問
ん
の

表
彰
と
あ
わ
せ

て
、
昭
和
五
十
九

年
度
国
民
健
康
保

険
の
健
康
家
庭
の

表
彰
が
行
わ
れ
、

曲
山
誠
さ
ん
〈
蒜

生
〉
ら
三
世
帯
が

受

賞

さ

れ

ま

し

た。
今
回
の
受
賞
家

族
は
、
国
保
加
入

世
帯
一
、
一
二
一
一
五

世
帯
の
中
か
ヮら、

国
保
に
入
っ
て
い

る
人
が
三
人
以
上

の
場
合
は
一
年

間
、
二
人
で
は
二

年
間
、
一
人
で
は

三
年
間
継
続
し
て

産

者

に

か

か

ら

ず
、
国
保
税
の
滞

納
も
な
い
家
庭
が

選
ば
れ
た
も
の
で

す。
日
ご
ろ
か
ら
健

L 
t:. 

た。

γ

以
来
、
こ
す
三
年
と
い
ろ
年
月
を
粉

骨
砕
身
、
深
夜
の
い
と
ま
な
い
献
身
ぶ

り
で
、
妊
産
婦
か
ら
一
浮
い
信
頼
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

中
野
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
と
り
あ
げ

た
赤
ち
ゃ
ん
の
数
も
二
千
五
百
大
を
超

し
、
最
近
で
は
親
子
二
代
で
お
世
話
に

な
る
人
も
。

康
管
理
に
努
め
ら
れ
、
そ
れ
が
実
を
結

ん
だ
一
一
一
世
帯
の
方
に
村
長
か
ら
賞
状
と

記
念
品
が
贈
ら
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し

て
岩
法
寺
の
大
竹
和
栄
さ
ん
が
謝
辞
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

世

帯

主

名

大

竹

和

栄

(

岩

法

寺

〉

曲

山

誠

(

蒜

生

)

石

森

治

〈

山

小

屋

〉

正

健康家庭で表彰される大竹さん

助
産
婦
一
筋
、
半
生
を
地
域
の
母
子

健
康
の
向
上
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
て
き

た
中
野
さ
ん
に
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

本
当
に
長
い
間
、
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
こ
れ
か
ら
の
余
生
を
龍
康
に
留
意

さ
れ
ま
し
て
、
元
気
に
お
過
ご
し
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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健
康
で
快
適
な
生
活
を
送
る
に
は
、
日
ご
ろ
の
健
康
管
理
が

大
切
で
す
。
昭
和
六
十
年
度
の
総
合
検
診
が
六
月
十
八
日
か
ら

十
一
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

昨
年
か
ら
長
作
業
や
会
社
勤
め
な
ど
、
日
中
忙
し
い
人
た
ち

を
考
慮
に
入
れ
た
朝
七
時
か
ら
の
早
朝
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
。自

分
の
健
康
は
自
分
で
守
る

l
l成
人
病
は
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
大
切
で
す
。
年
に
一
度
の
健
康
チ

Z

ツ
ク
で
、
安
心

で
し
あ
わ
せ
な
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

治
嬢
よ

甥

が
ん
、
脳
卒
中
、
心
臓
病
な
ど
の
い

わ
ゆ
る
成
人
病
に
よ
る
死
亡
者
は
年
々

増
え
て
お
り
、
表
ー
を
見
て
も
わ
か
る

よ
う
に
本
村
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
昭
和
五
十
七
年
に
成
人
病
で

亡
く
な
っ
た
人
は
四
十
三
人
で
、
成
人

病
以
外
で
亡
く
な
っ
た
人
や
事
故
死
者

な
ど
を
含
む
死
亡
者
総
数
の
約
六

0
・

六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
、
昭
和
五
十

九
年
で
は
そ
の
数
が
，八
十
一
パ
ー
セ
ン

ト
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

成
人
病
は
高
齢
者
に
多
い
病
気
で
、

社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も
重
要
な
立
場

とえ:::::::::;:

で:::;;::;:FA

案~:::i;:l:::i事
訓一一-

者以

に
あ
る
壮
年
期
、
つ
ま
り
働
き
盛
り
の

こ
ろ
か
ら
か
か
り
ゃ
す
く
な
る
の
が
特

徴
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
壮
年
期
か
ら
の

健
康
づ
く
り
、
成
人
病
の
予
防
と
そ
の

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
凶
る
た
め
に

定
め
ら
れ
た
の
が
「
老
人
保
健
法
」
な

の
で
す
。

こ
れ
は
、
い
わ
ば

H

成
人
病
予
防
の

法
律
H

と
も
い
え
る
も
の
で
、
施
行
さ

れ
て
か
ら
今
年
で
一
一
一
年
目
を
迎
え
、
四

十
歳
以
上
の
方
は
年
一
回
の
佐
藤
診
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

健
康
診

昭和 59年度総合検診多診状況(住民課衛生係謂べ)

発
見
を 24 20 109 26 370 4301 84.0 

ふ
だ
ん
自
覚
症
状
が
な
い
か
ら
と
検
診

を
受
け
な
い
で
い
て
、
グ
能
康
が
す
ぐ

れ
な
い

H

H

体
の
調
子
が
悪
い
υ

な
ど

と
医
師
を
訪
れ
た
と
き
に
は
も
う
手
遅

れ
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
の

が
成
人
病
の
恐
し
さ
で
す
。
こ
れ
は
成

人
病
の
多
く
が
徐
々
に
進
行
す
る
性
質

を
も
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

し
か
し
、
ふ
だ
ん
か
ら
食
事
や
運
動

な
ど
日
常
の
生
活
に
気
を
つ
け
、
定
期

的
な
健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
成
人

病
な
の
で
す
。

が
ん
に
限
ら
ず
、
病
気
が
進
行
し
て

か
ら
の
対
策
(
治
療
〉
は
本
人
に
大
き

な
苦
痛
を
与
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
家

族
な
ど
周
り
の
人
に
も
経
済
的
、
心
理

的
な
負
担
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま

す。
自
分
の
健
康
に
は
日
ご
ろ
か
ら
絶
え

ず
注
意
し
、
年
に
一
度
は
健
康
診
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

65 42 321 1 86.8 

15 8 58 81 25 39 2331 82.0 284 3191 82.0 

16 10 68 94 43 8 13 64 85 306 360 3791 75.5 

23 

173183.2 

62 

55 

34 

30 

61 

15 

179 

128 

13 

10 

南須釜 K含む

145 

14 

16 

111 

564 

547 

43 

27 

60 

32 

97 

47 

888 

786 

49 

74 

314 

32 

43 

51 

371 

21 

70 

90 

62 

291 

151 

1831 98.4 

131186.8 

1021 75.6 

781 82.1 

2801 96.2 350199.7 \種\別~年\別¥ 
昭5和1年3人

53年 55年 I57年 59年

2人 。人 2人 4人

脳心血管疾疾患患
14 ]5 8 14 18 
25 22 25 14 14 

悪、生新生物 7 12 11 13 11 

肺乳そ老炎表児の他、、〈事気糖管故尿支炎死病〉 18 16 19 28 11 

占計め(成る害人IJ病の 67 67 63 71 58 
合%)1(73.1)(76.1) (69.8) (60.6) (81.0) 

年別・死亡別の推移表 1
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次
の
よ
う
な

検
診
を
し
ま
す

舗
V

結
核
検
診

対
象
は
十
五
歳
以
上
の
方
で
無
料
。

@

一
般
診
査

身
長
、
体
重
、
尿
、
血
圧
な
ど
を
測

り
ま
す
。
対
象
は
四
十
歳
以
上
で
無

料。

@
精
密
検
査

一
般
診
査
で
要
精
検
と
診
断
さ
れ
た

人
が
心
電
図
、
眼
底
、
血
液
検
査
を

受
け
ま
す
。
料
金
は
六
十
九
歳
ま
で

の
人
は
五
百
円
、
七
十
歳
以
上
は
無

料
c

@
胃
が
ん
検
診

対
象
は
四
十
歳
以
上
で
無
料
。

次
の
も
の
を
持
っ
て

き
て
く
だ
さ
い

。
容
器
に
そ
の
E
'の
朝
と
っ
た
原

剛刷刷'"川'"川附附11削山11山山If山t口:“聞川州If川附I“附t“1 (7) 川 u川 11山川If川川11川1“t削 !川i“i山川11問川川11川111川附11山11州t

@
検
診
料
五
百
円
ハ
必
才
j
m
w
才
ま

で
の
方
で
精
密
検
査
が
必
要
に
な
っ

た
人
)

@
健
康
手
帳

@
受
診
券
、
健
康
診
査
録
、
胃
が
ん
検

診
録
に
は
記
入
し
て
持
参
し
て
く
だ

E

・、。

I
F
C
-
L
V
 

次
の
点
に
注
意
を

し
て
く
だ
さ
い

醐

V

四
十
歳
以
上
及
び
由
再
検
診
を
受
け
る

方
は
朝
貧
を
と
ら
な
い
で
。
ま
た
、

お
茶
、
タ
バ
コ
、
ガ
ム
等
も
控
え
て

く
だ
さ
い
。

マ
妊
婦
の
方
は
受
け
な
い
で
く
だ
さ
い

。
当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、
胃
検
診
以

外
で
し
た
ら
ど
こ
の
会
場
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
受
診
を

何
気
な
く
受
け
た
胃
検
診
で
H

要
精

検
H

今と
い
う
通
知
が
属
き
、
「
ま
さ
か
、

自
分
が
」
と
い
う
気
持
ち
で
し
た
。

H
f
子
術
H

を
し
た
方
が
な
お
り
が
早
い

と
言
う
医
師
の
言
葉
は
残
酷
に
聞
こ

え
、
あ
の
時
の
落
胆
さ
は
言
葉
に
言
い

表
わ
せ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

半
信
半
疑
の
気
持
ち
が
強
い
ま
ま
、

家
族
の
強
い
す
す
め
も
あ
っ
て
覚
悟
を

決
め
、
手
術
を
じ
て
か
ら
今
年
で
丸
二

年
を
迎
え
ま
す
。

お
葎
様
で
手
術
の
経
過
も
良
く
、
あ

ま
り
無
理
な
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
孫
た
ち
に
閉
ま
れ
な
が
ら
趣
味

の
釣
り
や
彫
刻
に
余
暇
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。

も
し
、
あ
の
時
受
け
て
い
な
か
っ

た
ら
:
・
・
・
・
と
思
う
と
ま
す
ま
す
検
診

の
大
切
さ
を
感
じ
ま
す
。
成
人
病
は

自
覚
症
状
が
出
て
か
ら
で
は
遅
い
と

言
わ
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
受
け
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

(
m
山
代
・
男
性
)

自3民/，¥. 
.L:>、辺1

 
1
 

・a
E

，J午前 7: 00'"" 9 : 00 

合1

玉川村体育館
就業改善セ ンター

午前 7: 00'""-' 9 : 00 

午前 7: 00 '" 9 : 00 

玉JI[村体育館
就業改善セ ンター

午前 7: 00.-.-9: 00 

玉川村体育館
就業改善センター

午前 7: 00 '" 9 : 00 土

託{公民竜崎午前 7: 00'"" 9.: 00 崎竜

保
婦
の
永
轄
で
す

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い

よろしく

民
r、¥
A j辺1

 
1
 

・3a
F午前 7: 00'"" 9 : 00 

山小 屋公民 館

中

山小屋・河平
小半弓青井沢

小高
l組.-.-9組まで金

小高
上記組以外

*ーどうぞ

生↑ェ
h

士
官
射

木

者
一

タン

労
セ

世
間
同

勤
体

午前 7: 00.......， 9 : 00 釜須

児童 ?館

岩法寺公民館午前 7: oo，.._， : 900 

館

四辻農業研{夢所
塩 田タ ミ子 宅前午前 7: 00 '" 9 : 00 

※吉地区の胃の検診は須釜公民館でおこないます。

須釜午前 7: 00.......， 9 : 00 釜須

寺法山石

木

民
刀、、
_... 士

口午後 1: 00 N 3 : 00 士ロ

辻四金

こ
の
春
、
保
健
婦
の
学
校
を
卒
業

し
、
五
月
か
ら
正
式
に
保
健
婦
と
し
て

働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
永
林
美
代
子

で
す
。地

元
と
は
い
っ
て
も
ま
だ
、
わ
か
ら

'
な
い
こ
と
が
多
く
、
皆
さ
ん
に
教
え
て

き
い
た
だ
く
こ
と
の
方
が
多
い
と
思
い
ま

は
い
す
が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
鍵
康
を
守
る

美
た
め
、
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
よ

い
問
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

の
ま
た
、
育
児
や
健
康
上
の
悩
み
、
不

蹴
安
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
い
つ
で
も
ど
こ

保
で
も
声
を
か
け
て
相
談
し
て
く
だ
さ

、。
I
V
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か
れ
ん
な

山
野
草
展
に
人
気

愛好者の人気を呼んだ山野草展

玉
川
山
野
草
会
ハ
車
田
光
雄
会
長
〉

主
催
の
展
示
会
が
五
月
十
五
日
・
十
六

日
の
二
日
間
]
村
就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

ロ
ピ
l
で
開
か
れ
、
愛
好
者
た
も
の
人

気
を
集
め
ま
し
た
。

今
回
の
春
の
展
示
会
は
初
め
て
で
、

ロ
ビ
ー
に
は
会
員
二
十
七
人
が
持
ち
寄

っ
た
色
と
り
ど
り
の
か
れ
ん
な
エ
ビ
ネ

や
羽
蝶
蘭
(
う
ち
ょ
う
ら
ん
)
な
ど
百

十
五
点
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
、
会
場

は
一
変
に
し
て
美
の
世
界
に
。

訪
れ
た
人
々
は
会
場
い
っ
ぱ
い

に
漂
う
野
山
の
初
夏
の
香
り
を
味

わ
い
な
が
ら
熱
心
に
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。

高
齢
者
教
室

ス
タ
ー
ト
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昭
和
六
十
年
度
の
高
齢
者
教
室
の
開

講
式
が
五
月
二
十
二
日
に
開
か
れ
、
泉

教
室
に
は
八
十
名
、
須
釜
教
室
に
六
十

余
名
の
高
出
席
率
で
熱
気
あ
ふ
れ
る
ス

タ
ー
ト
を
き
り
ま
し
た
。

開
講
式
は
白
旗
公
民
館
長
か
ら
激
励

の
言
葉
が
あ
り
、
各
運
営
委
員
長
が
皆

勤
へ
の
誓
い
を
し
、
早
速
第
一
回
目
の

講
義
に
。
泉
郷
駐
在
の
山
内
巡
査
部
長

が
「
交
通
安
全
に
つ
い
て
」
、
佐
藤
主

任
保
健
婦
さ
ん
は
「
高
齢
期
の
健
康
に

つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
話
し
を
し
た
後
、

希
望
者
に
は
血
圧
測
定
を
。
教
室
は
来

年
二
月
ま
で
月
一
回
の
割
で
、
文
化
財

め
ぐ
り
や
ダ

γ
ス
な
ど
楽
し
く
豊
か
な

老
後
の
た
め
の
学
習
が
行
わ
れ
ま
す
。

熱心に受講するお年寄りのみなさん

、、
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ア
ニ
ス
教
室
で

さ
わ
や
か
な
汗

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
オ
ー
プ
ン
行
事
を

兼
ね
た
テ
ニ
ス
教
室
が
五
月
十
二
日
、

十
九
日
、
二
十
六
日
の
三
日
間
関
か

れ
、
家
庭
の
主
婦
ら
三
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

こ
れ
は
公
民
館
主
催
で
行
わ
れ
た
も

の
。
講
師
の
先
生
か
ら
ラ
ケ
ッ
ト
の
素

振
り
や
ボ

1
ル
の
打
ち
方
、
サ
l
プ
の

仕
方
な
ど
基
本
と
な
る
も
の
を
重
点
的

に
指
導
を
受
け
、
練
習
も
真
剣
そ
の
も

の
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
メ
キ
メ
キ
上

達
組
も
。

参
加
者
は
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で

の
三
時
間
、
白
球
を
追
い
な
が
ら
き
わ

や
か
な
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ー==========ヱ町一一一一一一=====-エ一====================-=======22======-=================一一一一=============22zz===2===========-2mz=-

さ
や
え
ん
ど
う

の
出
荷
始
ま
る

1I1IHII1111111111111111111111111111111111l1111111111111111111111111111111111t1111II1HI1II1111111111111111111111111111 

昨
年
の
十
一
月
に
作
付
し
た
さ
や
え

ん
ど
う
が
、
こ
の
と
こ
ろ
の
暖
か
き
で

収
穫
で
き
る
ま
で
に
な
り
、
五
月
二
十

五
日
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
じ
た
。

約
百
八
十
の
生
産
農
家
で
は
、
午
前

中
摘
み
と
っ
た
も
の
を
午
後
選
別
し
、

五
時
か
ら
六
時
の
間
に
各
集
荷
所
に
。

作
柄
は
、
冬
の
雪
不
足
で
地
表
が
碩

っ
た
た
め
に
欠
株
が
で
き
、
例
年
の
七
、

八
割
の
見
通
し
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
箱
四
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
二
千
八
百
円

か
ら
三
千
円
の
値
段
で
京
浜
市
場
へ
。

さ
や
は
摘
み
取
り
期
間
が
二
十
日
か
ら

一
カ
月
と
短
い
う
え
、

量
が
勝
負
だ
け

に
、
生
産
者
の
顔
は
一
段
と
活
気
づ
い

て
い
る
よ
う
で
し
た
。

集荷所に持ち込まれるさやえんどう
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真
心
込
め
た
雑
布
の
寄
付

南
須
釜
の
増
子
ザ
タ
さ
ん

知 、
σぢ叫ん

せなめ
く人?に村
だが設民こ
さ い け を の
いまま紹コ
。すし介 l
」たすナ
と弓る j
おこたは

nlllllllllllllll (9) 川 111川}川

こ
と
も
は
白
い

キ
ャ
ン
パ
ス

こ
の
ご
ろ
教
育
に
つ
い
て
意
見
を

も
っ
若
い
女
性
が
ふ
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
い
て
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

わ
が
子
に
な
ん
と
言
っ
て
や
れ
ば
よ

い
の
か
、
ご
ぞ
ん
じ
な
い
お
母
さ
ん 増子サタさん(高須釜)

一
針
、
一
針
を
手
縫
い
で
縫
い
あ
げ

た
雑
布
を
子
供
た
ち
が
お
世
話
に
な
っ

た
母
校
に
毎
年
百
枚
ず
つ
寄
付
を
さ
れ

て
い
る
お
年
寄
り
が
い
ま
す
。

こ
の
方
は
南
須
釜
字
莱
踏
石
に
住
む

増
子
サ
タ
さ
ん
(
紛
歳
〉
で
、
昭
和
五

十
四
年
か
ら
須
釜
小
と
須
釜
中
に
そ
れ

ぞ
れ
贈
り
続
け
今
年
で
七
年
目
。

材
料
は
サ
タ
さ
ん
が
着
て
い
た
ユ
カ

タ
地
や
子
供
た
ち
の
布
留
な
ど
す
べ
て

木
綿
だ
け
。
十
数
年
龍
か
ら
一
人
暮
ら

し
で
、
足
が
少
し
不
自
由
な
だ
け
で
あ

と
は
い
た
っ
て
健
康
な
サ
タ
さ
ん
。
夜

外57し
山元主今

園大 7也、

① 

が
す
く
な
く
な
い
の
は
、
ど
う
し
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

も
の
を
言
わ
な
い
・
赤
ち
ゃ
ん
に
口
を

き
い
て
み
て
も
、
し
か
た
が
な
い
と
思

っ
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
と
ん
で
も
な

い
考
え
違
い
で
す
。

赤
ち
ゃ
ん
に
は
「
お
か
あ
さ
ん
で
す

よ
」
が
こ
の
世
で
最
初
に
き
く
こ
と
ば

で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
そ
し
て

の
退
屈
し
の
ぎ
と
、

働
く
の
が
精
一
杯

で
自
分
の
子
供
に
雑
布
一
枚
学
校
に
持

た
せ
て
や
れ
な
か
っ
た
と
い
う
思
い
が

き
っ
か
け
と
か
。

学
校
で
は
こ
の
貴
重
な
寄
付
に
大
変

感
謝
し
て
お
り
、
朝
会
に
校
長
先
生
は

「
大
事
に
使
い
な
さ
い
」
と
生
徒
た
ち

に
言
葉
か
け
を
。

サ
タ
さ
ん
は
「
み
ん
な
に
喜
ん
で
も

ら
っ
て
嬉
し
い
、
丈
夫
な
う
ち
は
続
け

た
い
」
と
自
を
細
め
て
語
っ
て
い
ま
し

た。お
り
に
ふ
れ
て
話
し
か
け
ま
す
。

聖
書
の
中
に
H

は
じ
め
に
こ
と
ば
あ

り
き
H

と
い
う
有
名
な
こ
と
ば
が
あ
ま

り
す
が
、
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
も

μ

は

じ
め
に
こ
と
ば
あ
り
き
H

で
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
H

は
じ
め
に

母
の
こ
と
ば
あ
り
き
H

で
あ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

お
母
さ
ん
は
こ
ど
も
に
と
っ
て
、
最

初
の
、
そ
し
て
い
ち
ば
ん
大
切
な
先
生

な
の
で
す
。
若
い
女
性
の
中
に
は
、
社

会
で
働
く
こ
と
に
生
き
が
い
を
感
じ
、

子
育
て
を
面
倒
な
こ
と
の
よ
う
に
考
え

る
向
き
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
=ん
が
、
子

育
て
ほ
ど
大
切
で
、

難
し
い
仕
事
は
な

い
と
言
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

仕
事
と
い
う
の
は
間
違
え
で
す
。
む

6月1日-7日

*水道週間*

県
消
費
者
物
価
モ
ニ
タ
ー
に

金

沢

さ

昭
和
六
十
年
度
の
県
消
費
者
e

物
価
'モ

ニ
タ
ー
に
本
村
担
当
と
し
て
、
金
沢
リ

マ
子
さ
ん
(
小
高
字
向
久
保
)
が
県
知

金沢リマ子さん

.._t，. 
て'1、

し
ろ
芸
術
と
言
う
べ
き
で
し
ょ
う
。
み

ど
り
児
を
育
て
て
も
の
心
を
つ
け
る
の

は
、
白
地
に
絵
を
か
く
よ
う
な
も
の
で

す
。
絵
を
か
く
の
が
芸
術
な
ら
、
子
育

て
も
り
っ
ぱ
な
芸
術
的
創
造
に
な
り
ま

す。
学
校
の
先
生
に
な
る
に
は
、
教
職
の

た
め
の
勉
強
が
必
要
で
す
。
教
育
実
習

も
あ
り
ま
す
。

採
用
試
験
に
も
合
格
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
以
上
に

重
要
な
教
育
を
す
る
お
母
さ
ん
先
生

が
、
ま
る
で
先
生
と
し
て
の
勉
強
を
し
J

て
い
な
い
と
し
た
ら
、
ず
い
ぶ
ん
お
か

し
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

昔
は
胎
教
が
あ
り
ま
し
た
。
お
母
さ

ん
に
な
る
心
構
え
を
教
え
た
も
の
で

す
。
い
ま
は
そ
う
い
う
こ
と
ば
の
あ
っ

ん事
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は

一
年
間
で
、
金
沢
さ
ん
は
昭

和
五
十
九
年
度
に
引
き
続
い
て
の
担
当

で
す
。
仕
事
の
内
容
は
、
生
一
活
関
連
物

資
の
価
格
動
向
や
出
回
り
状
況
の
調
査

な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
最
寄
り
の
高

広
に
お
伺
い
し
ま
し
た
際
に
は
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
こ
と
も
忘
れ
ら
れ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
お
母
さ
ん
が
子
育
て
の
た

め
に
勉
強
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の

は
変
わ
ち
が
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
タ
ニ

テ
ィ
!
・
ス
ク
ー
ル
が
ほ
し
い
と
こ

ろ
で
す
。



審
議

P
君
も
仲
間
に

青
年
教
室
で
学
び
ま
せ
ん
か

と
一
緒
に
学
び
、
'!有
意
義
に
過
ご
し
ま

せ
ん
か
。
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ
さ

女
期
間
五
月
が
ら
す
戸
月
ま
で
の
第

二
、
第
四
月
曜
日

犬
対
象
村
内
に
居
住
す
る
勤
労
青
年

女
場
所
村
公
民
館

安
時
間
午
後
七
時
J
九
時

女
学
習
内
容

趣
味
、
教
養
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

す
る
学
習
及
び
レ
ク
リ
ェ

l
シ
ョ
ン

(
別
表
を
参
考
〉
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公
民
館
主
催
で
青
年
教
室
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
同
世
代
、の
仲
間
た
ち
と
語
り

合
い
、
友
情
を
一あ
一だ

4

だ
め
て
!み
ま
せ
ん

、4
0

ヲ刀

車一月
春
時
代
の
一
ペ
ー
ジ
と
じ

ρ

で
‘仲
間
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ろ
う

爵
ス
ポ
ー
ツ
教
室

診
〆
開
催
鍾
当
者
か
ら

ぶ

出

足

℃

社

教

主

事

落

ム
cl 

克

美

テ
ニ
ス
教
室
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、

r

四
十
名
の
参
加
希

望
者
が
あ
り
、
三
十
名
の
実
参
加
者
が
あ
り
ま

L
た。

教
育
長
あ
い
さ
つ
に
も
述
べ
ら
れ
た
事
で
す
が
、
新
設

コ
l
ト
に
第
一

J

歩
を
印
し
た
メ
ン
バ
ー
仇と
し
て
、
楽
し
か

っ
た
思
い
出
と
と
も
に
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
し
ょ

。
、h
ノ

来
年
度
も
更
に
創
意
を
加
え
て
、
よ
り
有
意
義
ーな
教
室

開
催
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
々
も
是
非
、
都
合
を
つ
け

て
参
加
下
さ
い
。

お
世
話
に
な
っ
た
講
師
の
先
生
方
も
模
範
的
な
受
講
生

で
指
導
の
し
が
い
が
あ
っ
た
と
喜
ん
で
お
り
ま
心
一だ。

学
ぶ
こ
と
は
、

喜
び
で
す
。
何
事
に
も
挑
戦
で
〉
亘
る
心

の
若
さ
を
い
つ
ま
で
も
持
ち
つ

ε

つ
け
た
い
も
の

t
r字
。

お
世
話
様
で
し
た
。
ご
く
ろ
う
様
で
し
た
0

1
担
当
と
し

て
御
礼
を
申
し
上
げ
て
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。

ス
ポ

、y
教
z昔話

ニ己

参

加瀬
墨 仙 九二 で主制

ぞ 丹内みち子さん

日
頃
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
チ
ャ
ン
ス
の
少
な
い
主
婦
に

と
り
ま
し
て
、
今
回
一の
テ
ニ
ス
教
室
を
大
変
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
し
だ
-O

コ
!
ト
い
っ
ぱ
い
走
り
ま
わ

f

っ
て
み
よ
う
と
思
い
、
主
人

と
と
も
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
じ
た
。

思
う
の
と
実
際
は
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
、
大
変
に
難

か
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
じ
た
が
、
親
切
に
指
導
し
て
下
さ
い

ま
し
た
先
生
方
の
お
蔭
で
、
自
分
な
り
に
満
足
し
教
室
を

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、
多
く
の
方
々

と
機
会
を
設
け
て
楽
し
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

んす。

昭和60年度玉川村青年教室学習プログラム

員

す

で

舘

駿

や

装

民

き

級

公

動

い

習実

県中教育

事務所

dil 1l1I I t土教主事

原竹竹十

長

光

史

会

浩

土

内ノ

谷

町
時

印
刷

山
石

部
拭

J
E
 

F凶

光

E
民

雄

治

抽

出

品

計

谷

良

旗

山右

公

白

議議

村 体育
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タ.ンス

研究家

浜喜美子

十

員

竹

舘

毅

竹

良

原

公
血
田実

〈岩法寺〉
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%
〈
3
%は
環
境
週
間

決
り
を
守
っ
て
環
境
の
美
化
に

六
月
五
日
か
ら
六
月
十
一
日
ま
で
は

環
境
遊
惰
で
す
。
決
ま
り
ご
と
を
守
り

み
ん
な
で
環
境
の
美
化
に
努
め
ま
し
ょ

。
λ
ノ争

危
険
物
収
集
に
つ
い
て

の
お
願
い

審
毎
月
、
一
日
が
泉
地
区
、
二
日
は
須

釜
地
亙
の
収
集
日
で
す
。
指
定
の
場
所

に
指
定
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

轡
使
用
済
み
の
水
銀
電
池
は
、

一
般
電
器
庖
等
へ
持
っ
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。

@
燃
え
る
ゴ
ミ
は
家
庭
で
焼
却

し
、
あ
き
缶
は
つ
ぶ
し
て
必
ず

包
装
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

議
年
一
回
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
接
種
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い

が
見
ら
れ
、
子
供
の
ケ
ガ
ば
か

R鴨川

つ
ゆ
ど

〔
工
夫
が
必
要
な
っ
ゆ
ど
き
〕

つ
ゆ
ど
き
は
洗
濯
物
が
乾

き
に
く
く
困
り
ま
す
。
特
に
、

赤
ち
ゃ
ん
や
病
人
の
い
る
家

で
は
、
お
む
つ
、
敷
布
、
タ

オ
ル
等
乾
き
に
く
い
綿
製
品

が
、多
い
の
で
な
お
さ
L

ら

で

す
。

ま
た
1

汚
れ
も
の
を
た
め

て
お
い
た
り
、
洗
濯
、
脱
水

洗
濯

し
た
も
の
を
積
ん
だ
ま
ま
に
し
て
お
く

と
、
か
び
が
生
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

干
し
場
の
工
夫
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ

ー
の
乾
燥
機
の
活
用
、
ア
イ
ロ
ン
に
よ

る
乾
操
、
ク
リ

l

一一
γ
グ
屈
の
利
用
等

い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
、
綿
製
品
の
脱
水
も

1
分
よ
り

3

分
の
ほ
う
が
約
お
ガ
余
計
に
脱
水
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
は
、
し
わ
が
増
え
る

の
で
よ
く
伸
ば
し
て
干
す
こ
と
が
必
要

り
で
な
く
、
作
物
へ
の
被
害
も
出
て
い

ま
す
。一

人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
が
大
切
で

す
。
住
み
良
い
村
守
つ
く
り
に
は
あ
な
た

の
協
力
が
必
要
な
の
で
す
。

-
ゴ
ミ
は
収
集
日
の
朝
八
時
ま
で
に
指

定
し
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い

0

.
ゴ
ミ
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
、

散
乱
し
な
い
よ
う
に
ひ
も
で
き
ち
ん

と
結
ん
で
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
0

.
不
燃
物
や
薬
物
な
ど
危
険
な
も
の
は

混
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

で
す
。

〔
自
然
乾
操
の
工
夫
)

ゑ
叩
軒
下
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
波
板
を
か

け
、
雨
の
日
も
干
せ
る
よ
う
に
し
ま

す
。
ま
た
、
風
呂
場
や
ガ
レ
ー
ジ
の
隅

等
、
雨
が
か
か
ら
ず
風
通
し
の
よ
い
場

所
に
干
し
場
を
つ
く
る
と
便
利
で
す
。

命
小
物
干
、
し
は
場
所
を
と
ら
な
い
の
で

便
利
で
す
。
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
る
ピ

γ

千
を
丈
夫
な
も
の
に
変
え
て
使
用
す
れ

ば
、
多
少
失
き
い
も
の
で
も
干
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

〔
載
燥
機
の
利
用
上
の
注
意
〕

現
況
届
i

六
月
三
十
日
ま
で

*
 

「
児
童
手
当
」
を
引
き
続
き
受
け
る
に
は

手
続
き
が
必
要
で
す

児
童
手
当
ま
た
は
児
童
手
当

の
特
例
給
付
を
受
け
て
い
る
方

は
「
現
況
届
」
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

期
限
は
六
月
三
十
日
で
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の

前
年
の
所
得
の
状
況
と
六
月
一

日
現
在
の
養
育
の
状
況
な
ど
、

手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
手

続
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
引
き

続
い
て
児
童
手
当
や
特
例
給
付

を
受
け
よ
う
と
す
る
人
は
、
現
況
屈
を

提
出
じ
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
現
況
届
を
出
し
ま
せ
ん
と
、
六

月
か
ら
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

事
フ
ィ
ル
タ
ー
の
綿
ぼ
こ
り
は
、
使
用

前
に
必
ず
除
去
し
ま
す
。
ま
た
、
脱
水

し
た
洗
濯
物
は
、
よ
く
振
り
さ
ば
い
て

か
ら
干
し
ま
す
。

品
綿
の
も
の
と
、
混
紡
の
も
の
を
一
緒

に
乾
燥
す
る
と
き
は
、
作
動
途
中
で
乾

燥
機
を
止
め
、
乾
い
た
も
の
(
混
紡
の

も
の
〉
を
取
り
出
し
て
、
一
丹
び
動
か
し

ま
す
。

虫
卵
か
ら
か
ら
に
乾
燥
す
る
と
小
じ
わ
が

取
れ
に
く
く
肌
ざ
わ
り
が
悪
く
な
る
の

で
、
ほ
ぼ
乾
い
た
ら
取
出
し
、
自
然
に

乾
か
す
か
、
ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る
よ
う

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
屈
に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。
忘

れ
ず
に
期
限
内
に
役
場
住
民
課
又
は
支

所
で
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

の品に
場洗し
所濯ま
に 物sす
収 は 。
納 充
し分
ま乾
すい
。で t

か
ら
低
湿
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七
月
七
日

河
川
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

今
年
も
七
月
七
日
の
日
曜
日
に
県
内

一
斉
に
河
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
(
清
掃
〉

作
戦
が
行
わ
れ
ま
す
。

本
村
で
も
行
政
区
ご
と
一
斉
に
行
わ

れ
、
河
川
環
境
の
浄
化
を
図
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
各
区
長
さ
ん
を
と
お

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

7月1日力、ら

登記関係手数料の

印紙が変わります

不動産登記簿等の騰抄本の交

付や閲覧、証明等の牢請には、

「収入印紙jが使われていたの

が、 7月1日からは「登記印紙」

になります。

この登記印艇は、登記簿の謄

抄本等の手数料を納付する場合

だけで、売買や相続等による所

有権移転や抵当権設定などの登

記の申請に必要な登録免許税

は、これまでどおり奴入印紙で

す。

また、問時に登記関係の手数

料も改定されます。

この登記印瓢は郵使局等で取

り扱います。

なお、詳しいことについて

は、最寄りの法務局、又は支問

にお尋ねくださ L、。

よま 国村
うで納 ~ 
。で震民

± 民月:
は年 4 

τ仏と、-茸L.o 金税 FV，JE 1 1 

手ニ~~納:
に十一一税 1

納五期期 1 
め日 1 

i3881 
~~ 

保
険
料
は
忘
れ
ず

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
一
ヶ
月
六
、

七
四

O
円
で
す
が
三
ヶ
月
分
合
せ
て
納

め
る
期
限
が
決
め
ら
れ
、
第
一
期
が
六

月
二
十
五
島
・
第
二
期
八
月
二
十
五
日

・
第
三
期
十
月
二
十
五
日
・
第
四
期
十

二
月
二
十
五
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
月
は
第
一
期
の
納
期
限
で
す
、
保

険
料
を
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
ま
せ
ん

と
万
一
の
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
者
に
な

っ
た
と
き
や
、
不
幸
に
し
て
ご
主
人
を

亡
く
さ
れ
た
と
き
な
ど
年
金
が
受
け
ら

れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
将
来
老
齢
年

金
も
期
間
不
足
で
受
け
ら
れ
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
忘
れ
な
い
で
納
め
ま

し
ょ
う
。

3
日
(
月
)
成
人
病
予
防

教
室
(
四
辻
地
区
)

午
前
9
時
加
分

4
日
〈
火
)
妊
婦
検
診
及

び
母
親
学
級
(
西
部
〉

母

子

セ

ン

タ

ー

午

後
1
時
初
分

日
日
(
木
)
成
人
病
予
防

教
室
(
岩
法
寺
地
区
)

午
前
9
時
初
分

日
比
日
(
金
〉
乳
幼
児
検
診

母
子
セ
ン
タ
ー
午
後
1

時

ω分
妊
婦
検
診
及
び
母
親
学
級

〈
東
部
)
母
子
セ
ン
タ
ー

午
後
l
時
鈎
分

7
月

1
日
(
月
)成

人
病
予
防
教
室
(
四
辻

地
底
)
午
前
9
時
別
分

妊
婦
検
診
及
び
母
親
学
級

ハ
西
部
)
母
子
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
鉛
分

mm
自
(
火
〉

2
日
(
火
〉

8
日
(
土
)
J
9
日
(
日
〉

さ
っ
き
・
盆
栽
展
村
体
育
館

9
日
(
日
〉
館
日
田
村
民
ソ
フ
ト
ボ
l

げ
日
(
月
〉

四
日
(
水
)

ル
大
会
村
民
グ
ラ
ン
ド

第
初
回
村
民
家
庭
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
勤
労
者
体

官
官
同
セ
ン
タ
ー

青
年
教
室

高
齢
者
教
室

11 I! 北須釜須釜南 川辺 地区 須南釜 竜 )fI地
お

11 ~ 11 1/ 中
お崎 辺区

瀬谷車関鈴矢死亡 く
小LIJ塩仁井小角小回生名児氏出

め

ひ田根木吹者名氏 や 津田林田針子 で
と金キフ梅 r町、 富浩 枝 寛 香雄 〈

み重ヨジ託u 四 み 美淳人撞織大 四 た

o 82邸 8579 年齢 分〉江制出
直誠光金文良武保護者名 分〉月属出吉清初米昭

定和子蔵夫主名帯tlt 美 夫 喜 博 一 正

村のようす
(60年5月1日現在〉

1，542戸〈十 4)

7，500人(+6) 

3，697人(+9) 

時
急
電

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

左
記
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
活

動
資
金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

淳
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

記

・
甫
須
釜
の
鈴
木
米
蔵
さ
ん
か
ら

壱

万

円

・
北
須
釜
の
関
根
雄
太
郎
さ
ん
か

ら

壱

万

円

.
四
辻
新
聞
の
大
和
田
七
郎
さ
ん

か

ら

壱

万

円

.
岩
法
寺
の
草
野
博
充
さ
ん
か
ら

参

万

円

・
南
須
釜
の
我
妻
喜
美
夫
さ
ん
か

ら

壱

万

円

う
ち
ょ
う
ら
ん

U

羽
蝶
蘭
H

と
H

生
け
花
n

の
展
示
会
開
催

玉
川
山
野
草
会
(
会
長
・
車
出
光
雄
〉

と
華
道
小
諒
流
ハ
代
表
岩
谷
ミ
ヨ
小
原

流
教
授
)
と
の
こ
大
合
作
の
展
示
会

が
、
六
月
一
一

O
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

の
三
日
間
、
公
民
館
ロ
ピ

i
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

お
気
軽
に
L
A
出
か
け
く
だ
さ
い
。

3，803人(-3) 




